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首
の
一
群
、
短
歌
一
首
か
ら
成
っ
て
お
り
、
虫
麻
呂
集
歌
そ
れ
自
体
の
配
列
を
窺
う
に
あ
た
っ
て
問
う
べ
き
と
こ
ろ
は
何
も
な
い
か
 
 

ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
巻
九
「
挽
歌
」
の
五
首
は
、
 
 
 

1
 
下
線
の
勝
鹿
真
問
娘
子
の
歌
（
一
八
〇
七
～
一
八
〇
八
）
 
 
 

2
 
梅
津
の
芦
屋
菟
原
娘
子
の
歌
 
（
一
八
〇
九
～
一
八
一
一
）
 
 
 

巻
三
 
雑
歌
三
一
九
～
三
二
一
（
三
首
）
 
 
 

巻
八
 
夏
雑
歌
一
四
九
七
（
一
首
）
 
 

巻
九
 
雑
歌
一
七
二
六
～
一
七
六
〇
（
三
五
首
）
 
 
 

巻
九
 
相
聞
一
七
八
〇
～
一
七
八
一
（
二
首
）
 
 
 

巻
九
 
挽
歌
一
八
〇
七
～
一
八
一
一
（
五
首
）
 
 

、
り
」
－
＼
 
と
な
る
。
 
 
 

こ
こ
で
問
題
の
対
象
に
な
る
の
は
、
右
の
う
ち
、
 
 

か
つ
て
考
察
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
は
、
高
橋
虫
麻
呂
歌
集
か
ら
萬
葉
集
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
歌
は
、
四
六
首
を
数
え
る
（
『
常
葉
集
 
 

の
構
造
と
成
立
』
上
第
四
茸
第
二
節
）
。
内
わ
け
ほ
、
歌
の
種
類
に
つ
い
て
見
る
と
、
長
反
歌
一
四
群
三
〇
首
、
旋
頭
歌
一
首
、
短
歌
一
 
 

五
首
と
な
り
、
収
録
さ
れ
た
巻
に
つ
い
て
見
る
と
、
 
 

歌
 
群
 
の
 
配
 
列
 
 

－
 
虫
麻
呂
集
歌
を
 
め
ぐ
 
っ
 
て
 
ー
 
 

巻
九
の
雑
歌
三
五
首
と
挽
歌
五
首
と
で
あ
る
。
他
は
、
長
反
歌
一
二
首
ま
た
は
二
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藤
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の
ご
と
く
、
「
東
国
で
の
歌
1
畿
内
で
の
歌
」
と
い
う
次
第
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
配
列
は
、
現
状
の
1
2
、
そ
の
逆
の
2
1
の
 
 

い
ず
れ
か
で
し
か
あ
り
え
な
い
。
す
こ
ぶ
る
簡
単
な
組
み
立
て
で
、
中
央
の
奈
良
か
ら
見
て
、
よ
り
遠
い
国
に
関
す
る
歌
を
前
に
、
 
 

よ
り
近
い
国
に
関
す
る
歌
を
後
に
置
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
す
る
こ
と
で
、
一
往
解
決
が
つ
く
。
 
 
 

し
か
る
に
、
「
雑
歌
」
 
の
三
五
首
は
、
東
国
で
の
歌
、
畿
内
に
お
け
る
地
方
で
の
歌
、
都
で
の
歌
等
々
が
入
り
乱
れ
て
配
列
さ
れ
 
 

て
お
り
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
秩
序
と
は
お
よ
そ
無
縁
で
あ
る
。
こ
の
現
象
に
多
年
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。
「
雑
乱
な
き
に
あ
ら
ず
」
 
 

（
代
匠
記
）
と
し
て
こ
れ
を
許
容
す
る
な
ら
話
は
別
で
あ
る
。
高
菜
集
を
意
外
に
整
合
さ
れ
た
、
見
事
な
組
織
を
貫
く
歌
集
と
見
る
筆
 
 

者
に
と
っ
て
は
、
と
う
て
い
放
置
し
が
た
い
現
象
で
あ
る
。
さ
り
と
て
、
こ
の
三
五
首
の
配
列
に
つ
い
て
言
及
し
た
人
の
あ
る
こ
と
 
 

を
聞
か
な
い
。
 
 
 

本
稿
ほ
、
多
年
の
こ
の
疑
問
を
解
く
と
こ
ろ
に
目
的
が
あ
る
。
 
 

二
 
 
 

間
題
の
三
五
首
は
、
ま
ず
、
 
 

他
人
の
歌
一
二
首
（
短
歌
）
 
 

虫
麻
呂
自
身
の
歌
二
三
首
（
長
反
歌
九
群
二
〇
・
旋
頭
歌
∵
短
歌
二
）
 
 

の
二
つ
の
部
分
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

他
人
の
歌
の
部
は
、
 
 

丹
比
異
人
が
歌
一
首
（
一
七
二
六
）
 
 

和
ふ
る
歌
一
首
（
一
七
二
七
）
 
 

石
川
卿
が
歌
一
首
（
一
七
二
八
）
 
 

芋
合
卿
が
歌
三
首
（
一
七
二
九
～
一
七
三
一
）
 
 

碁
師
が
歌
二
首
（
一
七
三
二
～
一
七
三
三
）
 
 

小
弁
が
歌
一
首
（
一
七
三
四
）
 
 

伊
保
麻
呂
が
歌
一
首
（
t
七
三
五
）
 
 
 



式
部
大
俵
が
青
野
に
し
て
作
る
歌
一
首
（
一
七
三
六
）
 
 

兵
部
川
原
が
歌
一
首
（
一
七
三
七
）
 
 

と
な
っ
て
い
て
、
明
ら
か
に
虫
麻
呂
の
歌
ほ
な
い
。
た
だ
、
一
七
二
七
は
「
和
ふ
る
歌
一
首
」
と
の
み
あ
っ
て
、
作
者
名
を
欠
く
。
 
 

自
作
に
は
署
名
し
な
い
と
い
う
虫
麻
呂
集
歌
（
他
の
私
歌
集
で
も
ほ
ぼ
同
様
だ
が
）
の
方
針
に
よ
れ
ば
、
こ
の
一
首
の
作
者
ほ
虫
麻
呂
だ
 
 

と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 
 

だ
が
、
そ
の
歌
は
、
 
 

と
言
い
、
女
の
立
場
で
詠
ま
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
、
宴
席
の
座
興
の
歌
で
、
丹
比
真
人
の
 
な
に
は
が
た
し
ほ
ひ
い
た
ま
も
あ
ま
を
と
わ
な
の
 
 

わ
の
 
 
 
 
 
あ
さ
り
す
る
人
と
を
見
ま
せ
草
枕
旅
行
く
人
に
我
が
名
は
告
ら
じ
 
 

難
波
潟
潮
干
に
出
で
て
玉
藻
刈
る
海
人
娘
子
ど
も
汝
が
名
告
ら
さ
ね
（
一
七
二
六
）
 
 

博
 
に
対
し
、
戯
れ
の
は
ね
つ
け
を
こ
め
な
が
ら
応
じ
た
作
と
見
え
る
。
だ
か
ら
、
一
七
二
七
の
作
者
は
、
宴
席
に
い
た
人
な
ら
、
男
で
 
 
 

も
女
で
も
よ
い
わ
け
で
、
そ
の
場
に
居
合
せ
た
虫
麻
呂
が
女
の
立
場
で
応
じ
た
が
故
に
、
署
名
が
な
い
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
 
 

る
。
が
、
か
り
に
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
と
さ
ら
「
和
ふ
る
歌
」
と
題
す
る
女
の
立
場
の
一
首
に
男
性
で
あ
る
虫
麻
呂
の
名
 
 

を
記
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
、
す
べ
て
が
ぶ
ち
こ
わ
し
に
な
る
。
そ
れ
で
、
一
首
は
あ
く
ま
で
あ
る
海
人
娘
子
の
歌
、
つ
ま
り
他
人
 
 

の
歌
と
し
て
提
供
さ
れ
た
の
だ
と
思
う
。
こ
れ
は
、
一
首
の
実
作
老
が
か
り
に
虫
麻
呂
だ
と
し
た
場
合
の
解
釈
で
あ
る
。
虫
麻
呂
以
 
 

外
の
人
の
作
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
わ
け
で
、
一
七
二
六
～
一
七
三
七
の
一
二
首
を
他
人
の
部
と
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
 
 

く
だ
り
 
 
 

こ
の
一
二
首
を
、
一
七
六
〇
の
左
に
注
す
る
「
右
の
件
の
歌
は
、
高
橋
連
虫
麻
呂
が
歌
集
の
中
に
出
づ
」
の
範
囲
に
入
る
と
す
る
 
 

の
は
私
見
で
あ
っ
て
、
通
説
で
は
な
い
。
一
般
に
は
、
一
七
三
八
か
ら
一
七
六
〇
ま
で
の
二
三
首
、
さ
き
に
、
虫
麻
呂
自
身
の
歌
の
 
 

集
合
と
見
た
部
分
を
さ
す
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
七
二
五
の
左
に
「
右
は
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
歌
集
に
出
づ
」
と
あ
る
あ
と
 
 

に
、
一
七
二
六
～
一
七
六
〇
が
う
ち
続
き
、
そ
の
一
七
二
六
～
一
七
六
〇
の
中
に
は
出
典
や
作
者
に
関
す
る
注
記
が
い
っ
さ
い
な
 
 

く
、
一
七
六
〇
の
左
に
は
じ
め
て
「
右
の
件
の
歌
は
、
高
橋
達
虫
麻
呂
が
歌
集
の
中
に
出
づ
」
と
注
さ
れ
て
い
る
以
上
は
、
ど
う
見
 
 

て
も
、
「
右
の
件
の
歌
」
 
の
さ
す
上
限
は
一
七
二
六
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

さ
き
に
引
い
た
旧
著
の
中
で
は
言
及
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
右
の
見
方
に
と
っ
て
注
目
す
べ
き
事
柄
が
こ
の
一
二
首
の
中
に
見
 
 

ら
れ
る
。
一
七
二
九
～
一
七
三
一
の
題
詞
に
「
宇
合
卿
歌
三
首
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
卿
」
は
三
位
以
上
の
人
に
対
す
る
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敬
称
で
あ
る
。
一
方
、
萬
葉
の
時
代
に
は
、
人
の
名
前
を
単
独
に
呼
ぶ
こ
と
は
夫
婦
・
恋
人
同
士
・
親
子
な
ど
の
間
以
外
で
ほ
し
な
 
 

い
の
が
習
い
で
あ
る
。
 
 

い
し
量
ろ
わ
 

な
つ
や
 

む
な
ぎ
め
 
 
 

石
麻
呂
に
我
れ
物
申
す
夏
痩
せ
に
よ
し
と
い
ふ
も
の
ぞ
鰻
取
り
食
せ
（
些
二
八
五
三
）
 
 

と
、
大
伴
家
持
が
友
人
吉
田
連
石
麻
呂
の
名
を
直
接
呼
ん
だ
の
は
、
こ
れ
が
戯
笑
歌
だ
か
ら
で
あ
る
。
戯
笑
歌
に
限
っ
て
人
の
名
を
 
 

呼
ぶ
こ
と
が
許
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
以
外
の
場
で
の
さ
よ
う
な
呼
称
は
無
作
法
と
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
 
 
 

憶
艮
ら
は
今
は
罷
ら
む
子
泣
く
ら
む
そ
れ
そ
の
母
も
我
を
待
つ
ら
む
ぞ
（
3
二
三
七
）
 
山
上
憶
良
 
 

の
よ
う
に
、
自
己
の
名
を
呼
ぶ
こ
と
が
謙
称
を
意
味
す
る
こ
と
に
つ
な
っ
が
っ
て
い
く
。
 
 
 

こ
う
い
う
わ
け
で
、
「
宇
合
」
と
い
う
名
に
敬
称
「
剰
」
を
つ
け
る
の
ほ
、
す
こ
ぶ
る
奇
妙
な
呼
称
法
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 

事
実
、
「
氏
＋
卿
」
を
も
っ
て
記
す
こ
と
は
、
「
藤
原
卿
」
「
石
川
剰
」
「
大
伴
卿
」
「
橋
脚
」
等
々
、
集
中
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
け
 
 

れ
ど
も
、
「
名
＋
卿
」
を
も
っ
て
称
す
る
の
は
こ
こ
以
外
に
例
が
な
い
。
「
宇
合
卿
」
と
い
う
の
は
、
藤
原
宇
合
と
よ
ほ
ど
親
し
い
 
 

関
係
に
あ
っ
た
人
の
記
録
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

高
橋
虫
麻
呂
は
藤
原
宇
合
の
並
々
な
ら
ぬ
庇
護
を
う
け
た
人
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
関
係
の
深
さ
は
、
集
中
、
た
だ
一
つ
虫
麻
呂
 
 

の
署
名
を
記
す
巻
六
の
九
七
一
～
九
七
二
、
す
な
わ
ち
、
 
 

み
づ
の
と
さ
る
 
 

四
年
壬
申
に
、
藤
原
宇
合
胸
、
西
海
道
の
節
度
使
に
遣
は
さ
ゆ
る
時
に
、
高
橋
連
虫
麻
呂
が
作
る
歌
一
首
井
せ
て
短
歌
 
 

と
題
す
る
歌
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
九
虫
麻
呂
集
歌
の
一
七
四
七
～
一
七
五
〇
・
一
七
五
一
～
一
七
五
二
、
す
な
わ
 
 

ち
、
 
 

な
に
は
 
 

春
の
三
月
に
、
諸
剰
大
夫
等
が
難
波
に
下
る
時
の
歌
二
首
井
せ
て
短
歌
 
 

や
ど
あ
く
る
ひ
 
 

難
波
に
径
宿
り
て
明
日
に
還
り
来
る
時
の
歌
一
首
井
せ
て
短
歌
 
 

と
題
す
る
歌
に
現
わ
れ
る
「
君
」
は
藤
原
宇
合
と
見
て
狂
い
は
な
く
、
こ
こ
に
は
、
そ
の
「
君
」
 
に
対
す
る
深
い
思
い
や
り
が
こ
ま
 
 

や
か
な
筆
緻
の
中
に
託
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

虫
麻
呂
集
歌
に
は
、
東
国
で
の
歌
と
摘
津
・
河
内
で
の
歌
が
多
い
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
こ
と
が
手
合
の
足
跡
と
対
応
し
て
い
る
。
 
 

元
正
朝
養
老
三
年
（
七
一
九
）
七
月
十
三
日
、
常
陸
国
守
の
身
で
あ
っ
た
宇
合
は
、
安
房
・
上
組
・
下
線
を
管
す
る
按
察
使
に
任
ぜ
ら
 
 

れ
て
い
る
。
芋
合
が
常
陸
国
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
年
月
は
明
ら
か
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
宇
合
は
三
年
前
の
霊
亀
二
年
（
七
一
一
ハ
）
八
月
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二
十
日
に
達
磨
副
使
に
任
ぜ
ら
れ
、
帰
国
し
た
の
が
こ
の
前
年
の
養
老
二
年
十
二
月
十
三
日
で
あ
る
か
ら
、
按
察
佼
に
任
ぜ
ら
れ
た
 
 

時
が
す
な
わ
ち
常
陸
国
守
に
な
っ
た
時
期
と
見
て
大
過
な
い
。
宇
合
は
、
以
後
数
年
、
常
陸
に
在
任
し
た
ほ
ず
。
虫
麻
呂
の
東
国
関
 
 

係
の
歌
は
武
蔵
を
除
い
て
は
、
虫
麻
呂
の
常
陸
守
・
接
察
便
と
し
て
の
足
跡
と
符
合
す
る
。
武
蔵
も
常
陸
の
隣
国
で
あ
る
か
ら
、
手
 
 

合
・
虫
麻
呂
が
と
も
ど
も
足
を
運
ん
だ
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
。
 
 

一
方
、
宇
合
は
、
聖
武
朝
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
十
月
二
十
六
日
に
知
造
難
波
官
事
に
任
ぜ
ら
れ
、
天
平
四
年
（
七
三
二
）
三
月
二
十
 
 

六
日
に
そ
の
功
を
終
え
て
い
る
。
虫
麻
呂
の
靖
津
・
河
内
関
係
の
歌
は
す
べ
て
こ
れ
に
対
応
す
る
と
見
ら
れ
、
さ
き
に
指
摘
し
た
よ
 
 

ぅ
に
、
巻
九
の
一
七
四
七
～
一
七
五
二
の
歌
に
は
、
長
反
歌
三
群
に
よ
っ
て
成
る
そ
の
ど
れ
に
も
、
宇
合
が
「
君
」
と
呼
ば
れ
て
登
 
 

場
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

虫
麻
呂
は
、
そ
の
歌
稿
に
、
藤
原
宇
合
を
「
宇
合
卿
」
と
呼
ん
で
歌
を
書
き
と
ど
め
る
こ
と
の
で
き
る
最
適
の
人
で
あ
っ
た
と
言
 
 

っ
て
よ
い
。
さ
よ
う
な
「
宇
合
卿
が
歌
三
首
」
と
題
す
る
歌
が
、
「
右
の
件
の
歌
ほ
、
高
橋
遵
虫
麻
呂
が
歌
集
の
中
に
出
づ
」
 
の
範
 
 

囲
に
入
っ
て
き
わ
め
て
自
然
な
部
分
に
出
て
く
る
わ
け
で
、
こ
の
こ
と
は
、
一
七
二
六
～
一
七
三
七
の
一
二
首
が
虫
麻
呂
歌
集
の
範
 
 

囲
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
有
力
な
証
拠
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

証
拠
と
い
え
ほ
、
も
う
一
つ
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
人
麻
呂
集
歌
一
七
一
九
の
左
に
、
 
 

右
の
一
首
は
、
戎
本
に
ほ
「
小
弁
が
作
」
と
い
ふ
。
或
い
は
姓
氏
を
記
せ
れ
ど
名
字
を
記
す
こ
と
な
く
、
或
い
は
名
号
を
い
へ
 
 

し
も
 
 

つ
ぎ
て
 
 

れ
ど
姓
氏
を
い
は
ず
。
し
か
れ
ど
も
、
古
記
に
よ
り
て
す
な
は
ち
次
を
も
ち
て
載
す
。
す
べ
て
か
く
の
ご
と
き
類
ほ
、
下
み
 
 

た
ら
 
 

な
こ
れ
に
倣
へ
。
 
 

と
い
う
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
作
者
表
記
に
お
い
て
、
一
七
一
五
～
一
七
l
九
の
五
首
が
氏
だ
け
で
、
続
 
 

く
一
七
二
〇
～
一
七
二
五
の
六
首
が
名
だ
け
で
、
そ
し
て
さ
ら
に
続
く
一
七
二
六
～
一
七
三
七
の
一
二
首
が
あ
る
い
は
氏
あ
る
い
は
 
 

名
だ
け
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
断
り
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
巻
九
の
編
者
が
、
「
古
記
」
（
古
い
記
録
）
 
の
順
序
 
 

を
尊
重
し
て
歌
を
並
べ
て
お
く
と
言
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
場
合
、
一
七
一
五
～
一
七
一
九
・
一
七
二
〇
～
一
七
二
五
が
人
麻
呂
 
 

集
所
出
歌
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
人
麻
呂
集
歌
が
「
古
記
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、
等
し
く
「
古
 
 

記
」
と
呼
ば
れ
る
一
七
二
六
～
一
七
三
七
も
、
何
ら
か
の
私
家
集
に
拠
っ
た
歌
と
見
る
の
が
す
な
お
な
考
え
と
い
う
べ
く
、
そ
れ
 
 

が
、
さ
き
に
論
じ
た
よ
う
に
、
ご
く
自
然
に
虫
麻
呂
集
所
出
歌
と
見
ら
れ
る
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
七
二
六
～
 
 
 



歌群の配列  

一
七
三
七
を
虫
麻
呂
集
歌
と
み
な
す
こ
と
ほ
、
こ
の
面
か
ら
も
立
証
さ
れ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
虫
麻
呂
集
散
で
な
い
歌
を
、
亜
麻
呂
集
の
歌
と
し
て
諭
ず
る
こ
と
ほ
許
さ
れ
る
べ
く
も
な
い
。
そ
れ
で
、
 
 

旧
論
に
引
き
つ
づ
き
、
以
上
補
強
を
加
え
た
。
 
 
 

さ
て
、
「
古
記
」
の
順
序
の
ま
ま
と
す
る
こ
の
他
人
の
歌
の
部
は
す
べ
て
旅
に
関
す
る
。
そ
の
点
は
、
さ
き
の
人
麻
呂
集
歌
で
も
 
 

同
様
で
、
氏
だ
け
の
五
首
は
近
江
、
名
だ
け
の
六
首
は
吉
野
で
の
詠
で
あ
る
。
そ
し
て
二
つ
と
も
、
同
じ
旅
の
一
堂
で
詠
ま
れ
た
歌
 
 

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
古
歌
の
葡
詠
、
後
者
は
時
に
当
っ
て
の
感
慨
と
認
め
ら
れ
る
。
が
、
当
面
の
一
二
首
は
一
堂
で
の
 
 

歌
と
は
思
わ
れ
な
い
。
 
 
 

最
初
の
二
首
は
、
梅
津
の
難
波
で
の
歌
だ
が
、
そ
れ
に
続
く
石
川
卿
の
 
 

こ
エ
ひ
 
 

慰
め
て
今
夜
は
寝
な
む
明
日
よ
り
は
恋
ひ
か
も
行
か
む
こ
ゆ
別
九
な
は
（
一
七
二
八
）
 
 

は
、
土
地
の
女
と
の
共
寝
が
実
現
し
た
こ
と
を
菩
ぷ
旅
の
男
の
気
持
ち
を
示
す
歌
で
あ
る
か
ら
、
前
二
首
を
承
け
て
、
海
人
娘
子
へ
 
 

う
た
げ
 
 

の
恋
が
成
就
し
た
趣
き
に
仕
立
て
た
、
同
じ
宴
で
の
座
興
と
思
わ
れ
る
。
一
七
二
七
の
和
歌
を
詠
ん
だ
娘
子
は
表
面
で
一
七
二
六
 
 

の
申
し
入
れ
を
は
ね
つ
け
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
名
告
り
を
申
し
こ
ま
れ
た
場
合
、
一
度
は
拒
否
す
る
の
が
当
時
の
習
い
で
あ
っ
た
 
 

こ
と
や
、
一
七
二
七
自
体
が
娘
子
に
成
り
代
っ
て
の
某
人
の
戯
れ
歌
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
思
え
ば
、
続
く
一
七
二
八
で
恋
の
完
結
す
 
 

る
歌
が
登
場
す
る
道
筋
に
無
理
は
感
ぜ
ら
れ
な
い
。
 
 
 

次
の
字
合
卿
の
歌
三
首
は
、
第
一
首
の
「
梶
島
」
 
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
三
首
一
連
で
あ
る
こ
と
が
、
第
一
首
の
 
 

わ
ぎ
も
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
1
 
 

「
暁
の
夢
に
見
え
つ
つ
」
と
第
三
首
の
「
け
だ
し
我
殊
に
直
に
逢
ほ
む
か
も
」
と
の
対
応
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
第
一
首
、
 
 

あ
か
と
ぎ
い
め
 
 

暁
の
夢
に
見
え
つ
つ
梶
島
の
磯
越
す
波
の
し
き
て
し
思
ほ
ゆ
（
∵
ヒ
二
九
）
 
 

は
、
自
分
が
思
う
の
で
家
郷
の
妻
が
夢
に
見
え
る
と
す
る
夫
の
立
場
で
歌
い
、
第
二
首
の
 
 

や
ま
ぢ
 
 

や
ま
し
な
い
は
た
を
の
 
 

山
科
の
石
田
の
小
野
の
は
は
そ
原
見
つ
つ
や
君
が
山
道
越
ゆ
ら
む
（
一
七
三
〇
）
 
 

ほ
、
旋
の
夫
を
思
う
妻
の
立
場
で
歌
い
、
前
歌
の
望
郷
に
応
ず
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
引
き
継
い
で
、
第
三
首
は
、
前
歌
に
対
す
 
 

る
夫
の
立
場
で
、
 
 

も
り
ぬ
さ
お
 

わ
ぎ
も
た
だ
 
 
 

山
科
の
石
田
の
故
に
幣
置
か
ば
け
だ
し
我
妹
に
直
に
逢
は
む
か
も
（
m
七
三
こ
 
 

と
歌
い
、
第
一
首
の
「
夢
の
逢
ひ
」
に
対
し
て
「
直
の
蓬
ひ
」
を
祈
念
す
る
こ
と
で
全
体
を
結
ん
で
い
る
。
山
科
（
山
城
の
国
）
を
旅
 
 
 



す
る
折
の
、
あ
る
一
夜
の
宴
席
で
、
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
楽
し
ま
れ
た
歌
に
ち
が
い
な
い
。
第
一
首
に
短
歌
一
二
二
六
、
第
二
首
 
 

に
析
歌
三
一
九
二
が
存
す
る
こ
と
な
ど
も
、
こ
れ
が
座
興
で
あ
っ
た
こ
と
を
告
げ
よ
う
。
 
 

続
く
碁
師
の
歌
は
、
 
 

と
士
 
 

お
ほ
は
や
ま
 

わ
 

大
貴
山
霞
た
な
び
き
さ
夜
更
け
て
我
が
舟
泊
て
む
泊
り
知
ら
ず
観
（
一
七
三
二
）
 
く
き
み
を
ま
な
が
 
 

思
ひ
つ
つ
来
れ
ど
釆
か
ね
て
三
尾
の
崎
真
長
の
浦
を
ま
た
か
へ
り
見
つ
 
（
一
七
三
三
）
 
 

と
歌
う
も
の
で
、
第
一
首
は
巻
七
の
〓
一
二
四
と
同
形
歌
で
あ
る
。
一
二
二
四
は
近
江
の
歌
と
見
ら
れ
る
部
分
に
あ
る
か
ら
、
第
一
 
 

首
も
当
然
近
江
の
歌
と
見
ら
れ
る
。
で
あ
れ
は
、
第
二
首
も
ま
た
近
江
の
歌
な
る
べ
く
、
従
来
、
そ
の
「
三
尾
の
崎
其
長
の
浦
」
 
 

を
、
琵
琶
湖
西
岸
、
高
島
町
明
神
崎
も
し
く
は
そ
の
北
の
岬
に
擬
し
て
い
る
の
も
骨
な
わ
れ
る
。
第
一
首
ほ
近
江
の
同
じ
大
葉
山
を
 
 

通
過
す
る
に
あ
た
り
、
先
行
す
る
一
二
二
四
を
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

は
 
 

博
 
こ
の
二
首
が
近
江
の
歌
で
あ
れ
ば
、
次
の
小
弁
の
歌
が
、
 
あ
ど
し
ほ
つ
す
が
う
ら
 
 

高
島
の
安
曇
の
港
を
漕
ぎ
過
ぎ
て
塩
津
菅
浦
今
か
漕
ぐ
ら
む
（
一
七
一
二
四
）
 
 

と
、
や
は
り
近
江
航
行
の
歌
に
な
っ
て
い
る
点
を
見
の
が
す
こ
と
ほ
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
大
の
兼
の
上
を
案
じ
る
妻
の
立
場
の
歌
 
 

で
、
手
合
の
一
七
三
〇
と
同
じ
発
想
で
あ
る
。
第
四
句
の
「
塩
津
」
は
琵
琶
湖
東
北
端
の
港
で
、
琵
琶
湖
を
航
行
し
て
北
陸
路
に
進
 
 

む
人
が
必
ず
上
陸
す
る
地
で
あ
る
。
前
歌
の
裏
長
の
浦
よ
り
少
し
北
の
安
曇
の
港
（
安
曇
川
河
口
）
か
ら
船
泊
て
の
地
塩
津
泣
か
け
て
 
 

の
夫
の
身
を
思
う
こ
の
歌
ほ
、
湖
上
航
行
の
前
途
を
思
う
夫
の
前
二
首
に
う
ま
す
ぎ
る
ほ
ど
調
和
す
る
。
三
首
は
一
組
で
、
一
七
二
 
 

六
～
一
七
二
八
や
一
七
二
九
～
一
七
三
一
と
同
様
、
旅
宿
の
一
夜
な
ど
に
、
旅
愁
を
慰
め
る
た
め
に
詠
ま
れ
た
同
じ
座
の
歌
で
あ
っ
 
 

二
し
ト
J
、
 
た
に
相
違
な
い
。
 
 

統
べ
伊
呂
の
歌
は
、
 
 

我
が
畳
三
重
の
川
原
の
磯
の
真
に
か
く
し
も
が
も
と
鳴
く
か
は
づ
か
も
（
一
七
三
五
）
 
 

1
「
‥
 
 

と
言
う
。
「
一
二
重
の
州
原
」
は
四
日
市
市
南
部
の
内
部
州
の
川
原
で
、
こ
れ
は
伊
勢
の
国
の
歌
で
あ
る
。
前
後
に
伊
勢
の
歌
は
な
く
 
 

一
つ
独
立
し
て
い
る
。
最
後
の
二
首
は
、
 
 

か
●
ま
と
 
 

し
ら
ゆ
ふ
は
な
 
 

山
高
み
白
木
綿
花
に
落
ち
た
ぎ
つ
菜
摘
の
川
門
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
（
一
七
三
六
）
 
 

お
ほ
た
き
 
 

大
滝
を
過
ぎ
て
菜
摘
に
近
づ
き
て
清
き
川
瀬
を
見
る
が
さ
や
け
さ
（
一
七
三
七
）
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と
言
い
、
等
し
く
吉
野
の
菜
摘
の
瀬
の
清
ら
か
さ
を
歌
っ
て
お
り
、
同
席
の
一
組
で
あ
る
こ
と
が
明
白
。
作
者
名
も
、
こ
の
二
人
だ
 
 

け
に
職
名
「
式
部
」
と
「
兵
部
」
と
を
冠
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
連
れ
立
ち
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
 
 
 

以
上
一
二
首
は
、
「
擁
洋
三
首
・
1
山
城
三
首
・
1
近
江
三
首
－
↓
伊
勢
一
首
1
大
和
二
首
」
 
の
次
第
に
な
る
。
こ
れ
は
、
畿
 
 

内
（
蘇
津
・
山
城
）
l
東
山
道
（
近
江
）
1
東
海
道
（
伊
勢
）
1
畿
内
（
大
和
）
の
図
で
も
あ
り
、
巻
十
四
な
ど
が
従
っ
た
延
書
式
的
 
 

上
代
国
郡
図
式
に
は
対
応
し
な
い
。
と
言
っ
て
身
分
順
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
四
季
の
順
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
て
も
、
季
節
 
 

語
を
持
つ
歌
ほ
一
七
三
五
だ
け
で
、
取
り
つ
く
し
ま
も
な
い
。
結
局
、
こ
の
限
り
で
は
基
準
不
明
と
い
う
ほ
か
は
な
い
け
れ
ど
も
、
 
 

考
え
ら
れ
る
の
は
、
年
代
順
も
し
く
ほ
歌
稿
入
手
順
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
各
国
の
歌
が
あ
ち
こ
ち
に
入
り
乱
れ
て
い
る
わ
け
で
 
 

は
な
い
し
、
「
古
記
」
 
の
順
序
の
ま
ま
と
い
う
そ
の
配
列
に
無
統
制
な
面
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
は
満
足
す
る
よ
り
 
 

は
か
は
な
い
。
 
 
 

問
題
の
ほ
と
ん
ど
は
、
第
二
部
と
も
い
う
べ
き
虫
麻
呂
自
身
の
歌
を
並
べ
た
部
分
に
あ
る
。
そ
ち
ら
に
眼
を
転
ず
る
こ
と
に
し
よ
 
 

六
ノ
〇
 
 

三
 
 
 

虫
麻
呂
自
身
の
歌
の
部
分
二
三
首
の
状
況
を
大
観
す
る
た
め
に
、
そ
の
題
詞
を
掲
げ
て
様
相
を
挑
め
て
み
ょ
ぅ
。
 
 
 

1
上
総
の
周
准
の
珠
名
娘
子
を
詠
む
一
首
井
せ
て
短
歌
（
一
七
三
八
～
一
七
三
九
）
 
長
反
歌
二
首
 
、
 
東
国
上
総
 
 
 

2
水
江
の
浦
の
島
子
を
詠
む
一
首
井
せ
て
短
歌
（
一
七
四
〇
～
一
七
四
一
）
長
反
歌
二
首
 
－
 
畿
内
祐
津
 
 
 

3
河
内
の
大
橋
を
独
り
行
く
娘
子
を
見
る
歌
一
首
井
せ
て
短
歌
（
一
七
四
二
～
一
七
四
三
）
 
長
反
歌
二
首
T
l
⊥
畿
内
河
内
 
 
 

4
武
蔵
の
小
埼
の
沼
の
鴨
を
見
て
作
る
歌
一
首
（
血
七
四
四
）
 
旋
頭
歌
 
一
 
束
国
武
蔵
 
 
 

5
那
賀
の
郡
の
曝
井
の
歌
一
首
（
一
七
四
五
）
 
短
歌
 
－
 
東
国
常
陸
 
 
 

6
手
駒
の
浜
の
歌
一
首
（
一
七
四
六
）
 
短
歌
 
－
 
東
国
常
陸
 
 
 

7
春
の
三
月
に
、
諸
掴
大
夫
等
が
艶
波
に
下
る
時
の
歌
二
首
井
せ
て
短
歌
（
一
七
四
七
～
一
七
五
〇
）
 
長
反
歌
四
首
 
－
 
畿
内
河
内
 
 

や
ど
も
く
る
ひ
 
 
 

8
難
波
に
経
宿
り
て
明
日
に
還
り
来
る
時
の
歌
一
首
井
せ
て
短
歌
（
一
七
五
一
～
一
七
五
二
）
 
長
反
歌
二
首
 
－
 
畿
内
河
内
 
 
 

9
検
税
使
大
伴
卿
が
、
筑
波
山
に
登
る
時
の
歌
一
首
井
せ
て
短
歌
（
一
七
五
三
～
一
七
五
四
）
 
長
反
歌
二
首
 
－
 
東
国
常
陸
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1
2
筑
波
山
に
登
り
て
堰
歌
会
を
為
る
日
に
作
る
歌
一
首
井
せ
て
短
歌
（
一
七
五
九
～
一
七
六
〇
）
 
長
反
歌
二
首
 
－
 
東
国
常
陸
 
 
 

右
に
お
い
て
、
5
は
那
賀
の
郡
が
当
時
武
蔵
に
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
前
歌
に
引
き
続
き
武
蔵
で
の
歌
と
す
る
考
え
も
あ
る
。
し
 
 

か
し
、
巻
九
「
雑
歌
」
の
虫
麻
呂
集
歌
で
は
、
虫
麻
呂
の
任
国
常
陸
に
限
っ
て
歌
詞
に
国
名
を
記
さ
た
い
。
こ
の
歌
の
題
材
で
あ
る
 
 

「
爆
井
」
ほ
『
常
陸
風
土
記
』
那
賀
郡
の
条
に
由
来
記
を
持
つ
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
こ
は
次
歌
一
七
四
六
と
も
ど
も
常
陸
で
の
歌
と
 
 

す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
7
は
大
和
と
河
内
と
の
国
境
い
、
龍
田
の
山
を
越
え
て
操
津
（
難
波
）
 
へ
と
旅
行
く
時
の
歌
、
8
は
一
夜
 
 

明
け
て
の
難
波
か
ら
の
帰
り
に
滝
田
山
を
越
え
て
大
和
を
目
指
す
歌
で
あ
る
か
ら
、
大
和
・
河
内
・
梅
津
の
い
ず
れ
に
も
所
属
さ
せ
 
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
大
和
と
掩
津
の
中
間
を
旅
し
て
い
る
点
に
着
目
し
て
、
便
宜
河
内
の
歌
と
見
る
こ
と
に
す
る
。
た
 
 

だ
し
、
い
ず
れ
に
所
属
さ
せ
て
も
論
旨
に
影
響
は
な
い
。
さ
ら
に
、
1
0
は
、
「
蜜
公
鳥
を
詠
む
歌
云
々
」
と
あ
る
だ
け
で
ど
こ
で
の
 
 

歌
か
示
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
虫
麻
呂
集
に
は
珍
し
く
風
流
の
鳥
ほ
と
と
ぎ
す
を
詠
ん
で
お
り
、
長
歌
に
「
我
が
や
ど
の
花
構
に
 
 

棲
み
わ
た
れ
鳥
」
と
も
あ
っ
て
、
奈
良
で
の
詠
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
 
 
 

さ
て
、
右
に
表
示
し
た
と
こ
ろ
を
、
東
国
各
国
ほ
同
じ
生
活
圏
、
大
和
・
河
内
・
林
津
も
同
じ
生
活
圏
と
見
て
、
さ
ら
に
大
き
く
 
 

括
る
と
、
「
東
国
（
上
紙
）
－
－
庭
内
（
摂
津
・
河
内
）
1
－
東
国
（
武
蔵
・
常
陸
）
一
意
内
（
大
和
・
河
内
）
1
東
国
（
常
陸
）
 
 
 

－
 
畿
内
（
大
和
）
 
－
 
東
国
（
常
陸
）
」
と
並
ぶ
図
に
な
る
。
ま
こ
と
に
不
思
議
な
構
図
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
、
作
者
表
記
を
押
し
 
 

立
て
る
巻
々
に
共
通
す
る
時
間
的
配
列
と
か
り
に
見
る
な
ら
ば
、
畿
内
は
、
大
和
（
奈
良
）
を
根
拠
地
に
し
て
二
、
三
泊
以
内
で
往
 
 

来
で
き
る
地
域
で
あ
る
か
ら
回
数
が
分
散
さ
れ
て
も
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
遠
い
東
国
で
は
簡
単
に
往
来
す
る
こ
と
ほ
で
き
な
い
 
 

か
ら
、
虫
麻
呂
は
そ
の
生
渡
に
お
い
て
最
小
限
度
四
回
東
国
に
行
き
そ
の
地
の
人
と
な
っ
た
と
見
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。
 
 
 

し
か
し
、
さ
よ
う
な
足
跡
を
虫
麻
呂
の
上
に
見
出
す
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
一
人
の
人
間
が
同
じ
地
方
に
四
回
も
足
を
留
め
た
例
 
 

な
ど
、
史
書
に
も
見
出
し
に
く
い
。
虫
麻
呂
の
東
国
在
住
は
、
先
刻
述
べ
た
養
老
三
年
（
七
一
九
）
以
降
数
年
の
間
一
回
と
推
測
す
る
 
 

の
が
自
然
で
あ
る
。
す
べ
て
を
譲
っ
て
、
虫
麻
呂
が
四
回
東
国
に
住
ん
だ
体
験
を
持
つ
と
仮
定
し
て
も
、
第
一
回
は
長
反
歌
二
首
 
 

（
一
七
三
八
～
一
七
三
九
）
、
第
二
回
は
旋
頭
歌
一
首
（
一
七
四
四
）
と
短
歌
二
首
（
一
七
四
五
～
一
七
四
六
）
、
第
三
回
は
長
反
歌
二
首
 
 

（
一
七
五
≡
～
一
七
五
四
）
、
第
四
回
は
長
反
歌
四
首
（
一
七
五
七
～
一
七
六
〇
）
し
か
歌
わ
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
う
る
 
 
 

1
1
筑
波
山
に
登
る
歌
 
 

1
0
電
公
鳥
を
詠
む
歌
一
首
井
せ
て
短
歌
（
一
七
五
五
～
一
七
五
六
）
 
長
反
歌
二
首
 
 
畿
内
大
和
 
 
 

首
 
 
ひ井   
せ  

短
歌
（
鵬
七
五
七
～
一
七
五
八
）
 
長
反
歌
二
首
 
－
 
東
国
常
陸
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夙
に
白
波
立
ち
ぬ
」
の
歌
句
を
持
ち
、
反
歌
を
「
筑
波
嶺
 
 

が
秋
の
歌
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
 
 

の
は
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

が
み
 
 

神
に
雲
立
ち
上
り
し
ぐ
れ
降
り
濡
れ
通
る
と
も
我
れ
帰
ら
 
 

で
あ
ろ
う
か
。
虫
麻
呂
敦
集
の
東
国
関
係
歌
は
、
巻
九
「
相
聞
」
の
一
七
八
〇
～
一
七
八
一
（
常
陸
鹿
島
で
の
歌
＝
長
反
歌
二
首
）
の
ほ
 
 

か
、
巻
三
「
雑
歌
」
の
三
一
九
～
三
二
一
（
駿
河
の
富
士
山
の
歌
＝
長
反
歌
三
肯
）
と
巻
八
の
「
夏
雑
歌
」
の
一
四
九
七
（
常
陸
の
筑
波
山
 
 

の
歌
＝
短
歌
一
首
）
と
が
あ
る
。
こ
の
六
首
を
考
慮
し
て
割
り
振
っ
て
み
て
も
、
一
回
の
詠
歌
数
に
さ
し
た
る
変
り
ほ
な
い
。
 
 
 

も
っ
と
も
、
虫
麻
呂
は
寡
作
の
人
で
あ
っ
た
か
ら
そ
の
度
毎
の
歌
が
少
な
い
と
言
っ
て
し
ま
え
は
、
そ
れ
ま
で
で
あ
る
。
四
回
と
 
 

い
う
の
も
推
定
な
ら
、
一
回
と
い
う
の
も
推
定
で
あ
る
か
ら
、
右
に
見
た
、
東
国
で
の
歌
と
畿
内
で
の
歌
と
が
入
り
交
る
奇
妙
な
姿
 
 

に
つ
い
て
、
そ
う
な
っ
て
然
る
べ
き
理
由
が
別
途
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
二
≡
首
を
改
め
 
 

て
凝
視
す
る
に
、
7
か
ら
1
2
ま
で
の
一
四
首
（
一
七
四
七
～
一
七
六
〇
）
が
季
節
の
幌
に
整
然
と
並
ん
で
い
る
こ
と
を
知
る
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
ま
ず
7
8
は
春
の
歌
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
ほ
、
7
の
題
詞
に
「
春
の
三
月
に
云
々
」
と
言
い
、
8
も
難
波
に
一
宿
し
 
 

た
だ
け
で
同
じ
龍
田
山
を
越
え
る
歌
で
あ
る
点
だ
け
か
ら
も
明
瞭
だ
が
、
事
実
、
そ
の
歌
に
ほ
こ
と
ご
と
く
春
の
「
桜
の
花
」
が
詠
 
 

み
こ
ま
れ
、
一
七
四
七
に
は
「
春
雨
の
継
ぎ
て
し
降
れ
ば
」
と
い
う
句
ま
で
あ
る
。
 
 
 

続
く
9
と
1
0
と
は
真
の
歌
で
あ
る
。
9
は
、
そ
の
長
歌
を
「
う
ち
靡
く
春
見
ま
し
ゆ
は
夏
草
の
茂
く
は
あ
れ
ど
今
日
の
楽
し
さ
」
 
 

と
歌
い
納
め
て
お
り
、
反
歌
も
、
そ
の
「
今
日
」
を
承
け
て
、
「
今
日
の
日
に
い
か
に
か
し
か
む
云
々
」
と
歌
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
 
 

1
0
も
、
夏
の
鳥
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
を
詠
む
歌
で
ま
ぎ
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
そ
の
長
歌
ほ
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
托
卵
本
能
と
い
う
珍
し
 
 

い
習
性
と
世
に
も
美
し
い
声
と
を
主
寝
に
、
初
夏
の
代
表
的
景
物
で
あ
る
「
卯
の
花
」
や
「
橘
の
花
」
を
取
り
合
せ
て
い
る
。
 
 

し
つ
く
 
 
た
 
ゐ
 
 

に
ひ
は
ク
 
 
と
 
げ
 
 
あ
∫
ネ
 
 

1
 

き
る
。
「
し
ぐ
れ
」
は
、
季
節
歌
巻
で
あ
る
巻
八
と
巻
十
の
両
巻
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
秋
の
雨
と
さ
れ
て
い
る
。
『
常
陸
風
土
記
』
 
 

い
 
 

に
、
筑
波
山
の
擢
歌
ほ
春
秋
の
季
節
に
行
な
わ
れ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
ほ
秋
の
脛
歌
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
一
四
首
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
「
春
（
7
且
i
夏
（
9
1
0
）
 
－
 
秋
（
1
1
1
2
）
」
の
順
序
に
整
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
う
 
 

ち
、
東
国
で
の
歌
と
畿
内
で
の
歌
と
が
共
存
す
る
の
は
夏
に
限
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
場
合
、
東
国
で
の
歌
が
先
立
て
ら
れ
、
そ
 
 

れ
に
畿
内
で
の
歌
が
追
い
継
ぐ
形
に
な
っ
て
い
る
の
ほ
注
意
を
要
す
る
。
こ
れ
ほ
、
「
挽
歌
」
 
の
虫
麻
呂
集
散
が
「
東
国
の
真
間
娘
 
 
 

最
後
に
1
と
1
2
と
は
秋
の
歌
で
あ
る
。
長
歌
に
 
 
 

「 尾  
花  

め も の散  
やな裾苦る  
」い廻み師し  

付
の
田
居
に
雁
が
音
も
寒
く
来
鳴
き
ぬ
新
治
の
鳥
羽
の
淡
海
も
秋
 
 

と
歌
い
納
め
る
反
歌
に
よ
っ
て
、
秋
の
歌
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
 
 
 

の
田
居
に
秋
田
刈
る
嫌
が
り
通
ら
む
黄
葉
手
折
ら
な
」
と
歌
う
1
1
 
ひ
こ
 
 

1
2
は
、
長
歌
に
は
季
節
を
表
わ
す
語
は
な
い
け
れ
ど
も
、
「
男
 
 

10  



と
歌
う
4
の
「
霜
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
季
節
語
か
と
疑
う
む
き
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
 
 

博
 
し
か
し
、
「
詠
物
」
 
「
青
物
」
の
小
題
を
も
っ
て
顆
来
す
る
季
節
歌
巻
巻
十
を
参
照
す
る
に
、
 
あ
 
 

イ
春
さ
れ
ば
水
草
の
上
に
置
く
霜
の
消
つ
つ
も
我
れ
は
恋
ひ
わ
た
る
か
も
（
一
九
〇
八
）
 
「
春
相
聞
」
寄
霜
 
 

あ
主
と
 

つ
は
害
お
は
は
 
 

ロ
天
飛
ぶ
や
雁
の
貿
の
覆
ひ
羽
の
い
づ
く
漏
り
て
か
霜
の
降
り
け
む
（
二
二
三
八
）
 
「
秋
雑
歌
」
詠
霜
 
 

上
ふ
 

ぎ
さ
う
へ
 
 
 

ハ
は
な
は
だ
も
夜
更
け
て
な
行
き
道
の
辺
の
ゆ
笹
の
上
に
霜
の
降
る
夜
を
（
二
三
三
六
）
 
「
冬
相
聞
」
寄
霜
 
 

の
ご
と
く
、
春
・
秋
・
冬
い
ず
れ
と
も
さ
れ
る
景
物
で
あ
っ
た
。
右
に
引
い
た
イ
は
初
句
の
「
春
さ
れ
ば
」
、
ロ
は
第
二
句
の
「
雁
 
 

の
巽
」
と
の
か
か
わ
り
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
春
の
霜
」
 
「
秋
の
霜
」
で
あ
る
こ
と
が
判
断
で
き
る
。
だ
が
、
ハ
は
他
に
冬
で
 
 

あ
る
こ
と
を
示
す
表
現
が
な
い
。
し
か
る
に
、
「
冬
相
聞
」
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
歌
以
外
に
一
首
を
冬
と
す
る
資
料
が
 
 

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
何
か
拠
り
ど
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
、
単
に
「
霜
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
ほ
、
春
・
秋
・
冬
の
 
 

い
ず
れ
に
所
属
さ
せ
る
べ
き
か
認
定
は
不
可
能
な
の
で
あ
っ
て
、
当
面
の
一
七
四
四
は
そ
の
扱
い
と
見
て
誤
ま
ら
な
い
。
な
お
、
こ
 
 

の
歌
に
詠
ま
れ
た
「
鴨
」
ほ
、
「
雁
」
な
ど
と
違
っ
て
季
節
の
鳥
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
 
 
 

こ
う
し
て
、
7
～
1
2
の
季
節
歌
一
四
首
に
対
し
て
、
1
～
6
の
九
首
は
、
総
じ
て
無
季
歌
と
L
て
の
配
列
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
 
 

で
あ
る
。
し
か
る
に
、
そ
の
中
に
一
つ
だ
け
、
「
春
の
日
の
霞
め
る
時
に
云
々
」
と
い
う
季
節
詔
を
有
す
る
歌
が
置
か
れ
て
い
る
。
 
 

こ
れ
は
ま
こ
と
に
不
思
議
な
現
象
で
あ
る
。
し
か
し
、
7
～
1
2
の
姿
勢
と
1
～
6
の
趨
勢
と
の
あ
ま
り
に
も
き
れ
い
な
相
違
に
よ
れ
 
 

ほ
、
こ
れ
ら
の
歌
（
1
～
は
）
を
並
べ
た
人
は
、
「
春
の
日
の
霞
め
る
時
に
云
々
」
の
表
現
を
有
す
る
も
の
の
、
こ
の
浦
の
島
子
を
詠
 
 
 

す
み
の
え
 
 
 

春
の
日
の
 
霞
め
る
時
に
 
住
吉
の
 
 

・
（
一
七
四
〇
）
 
 

と
歌
い
起
す
以
外
、
季
節
に
か
か
わ
る
歌
は
 
 

き
き
た
ま
を
さ
き
 

ほ
ね
き
 
 

埼
玉
の
 
小
埼
の
沼
に
 
鴨
ぞ
実
需
る
 
 

と
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
一
四
首
に
ほ
、
季
節
の
順
序
と
い
う
大
き
な
基
準
の
内
側
に
、
 
 

さ
な
基
準
が
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
 
 
 

で
は
、
こ
の
一
四
首
の
前
に
並
ぷ
1
～
6
の
九
首
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
こ
こ
に
ほ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゐ
 
 

子
に
関
す
る
歌
（
一
八
〇
七
～
一
八
〇
八
）
1
畿
内
の
菟
原
娘
子
に
関
す
る
歌
」
 
（
一
八
〇
九
～
一
八
一
こ
の
形
に
な
っ
て
い
る
の
 
 

岸
に
出
で
居
て
 
 

一
首
も
な
い
。
 
 
l
 
 
 

お
の
が
尾
に
 
 た
だ
し
、
 
 
 

降
り
置
け
る
霜
を
 
掃
ふ
と
に
あ
ら
し
（
一
七
四
四
）
 
 

釣
舟
の
 
と
を
ら
ふ
見
れ
ば
 
 

も
う
一
つ
東
国
か
ら
畿
内
へ
と
い
う
小
 
 

浦
の
島
子
伝
説
を
詠
む
2
の
長
歌
を
、
 
 
 

い
に
し
へ
の
 
こ
と
ぞ
思
は
ゆ
る
…
 
 



歌群の配列  251   

む
歌
を
季
節
の
歌
と
ほ
見
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
ほ
な
か
ろ
う
か
。
 
 
 

そ
こ
で
熟
考
す
べ
き
は
、
2
の
長
反
歌
が
あ
く
ま
で
浦
の
島
子
の
伝
説
を
詠
む
歌
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
浦
の
島
 
 

子
の
話
そ
の
も
の
は
、
春
と
は
何
ら
関
係
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
浦
の
島
子
の
話
は
春
に
起
こ
っ
た
事
件
と
し
て
 
 

味
わ
う
の
で
な
け
れ
は
意
味
が
な
い
も
の
と
し
て
、
も
っ
と
言
え
は
、
春
以
外
の
夏
・
秋
・
冬
な
ど
に
想
起
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
 
 

も
の
と
し
て
耗
介
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
虫
麻
呂
が
、
た
ま
た
ま
春
の
日
の
霞
ん
で
い
る
時
に
住
舌
の
岸
辺
に
た
 
 

た
ず
ん
で
往
時
の
話
に
思
い
を
致
し
た
と
設
定
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
臓
化
さ
れ
た
物
語
世
界
を
顔
出
し
、
一
 
 

幕
に
大
き
な
効
果
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
け
れ
ど
も
、
島
子
伝
説
そ
の
も
の
は
春
と
は
縁
が
な
い
。
そ
し
て
事
実
、
 
 

ち
た
さ
か
 
 

「
水
の
江
の
浦
の
島
子
が
鮭
釣
り
鯛
釣
り
誇
り
七
日
ま
で
家
に
も
乗
ず
て
海
境
を
過
ぎ
て
漕
ぎ
行
く
に
」
以
下
「
ゆ
な
ゆ
な
は
息
さ
 
 

へ
絶
え
て
後
つ
ひ
に
命
死
に
け
る
」
ま
で
、
島
子
伝
説
を
語
る
長
歌
の
主
要
部
分
に
も
、
「
を
そ
や
こ
の
君
」
と
批
判
す
る
反
歌
に
 
 

（
注
3
）
 
も
、
季
節
を
示
す
表
現
は
一
つ
も
現
わ
れ
な
い
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
長
歌
の
冒
頭
八
句
は
、
さ
よ
う
な
物
語
が
想
起
さ
れ
る
代
表
的
な
時
期
と
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
 
 

で
、
こ
れ
を
現
代
語
軋
置
き
換
え
る
な
ら
ば
、
「
春
の
日
が
霞
ん
で
い
る
時
な
ど
忙
、
住
書
の
岸
辺
に
腰
を
下
ろ
し
て
沖
行
く
釣
舟
 
 

が
波
に
揺
れ
て
い
る
さ
ま
を
見
る
と
、
ひ
と
し
お
い
に
し
え
の
世
の
こ
と
が
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
意
図
を
こ
 
 

め
て
の
表
現
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
ほ
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

以
上
、
1
～
6
の
九
首
を
7
～
1
2
に
対
す
る
季
節
に
か
か
わ
ら
な
い
歌
と
し
て
の
扱
い
と
見
る
と
き
、
そ
れ
ほ
い
な
か
る
内
部
構
 
 

造
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
7
～
1
2
を
季
節
の
暇
、
お
よ
び
東
国
1
畿
内
の
順
と
い
う
基
準
で
並
べ
た
以
上
、
季
節
に
関
 
 

係
し
な
い
か
ら
と
言
っ
て
そ
れ
が
無
統
制
に
配
列
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
こ
に
何
の
基
準
も
見
出
だ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
 
 

あ
れ
ば
、
7
～
1
2
に
発
見
し
た
と
こ
ろ
も
意
味
を
失
な
い
か
ね
な
い
。
 
 
 

結
論
を
言
つ
て
し
ま
え
ば
、
こ
こ
は
、
「
長
反
歌
1
旋
頭
歌
1
短
歌
」
と
い
う
の
が
第
一
基
準
、
そ
し
て
、
「
東
国
1
畿
 
 

内
」
と
い
う
の
が
第
二
基
準
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
臭
示
す
れ
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

日
長
反
歌
 
東
国
上
根
（
一
七
三
八
～
一
七
三
九
）
 
 
 

桝
長
反
歌
 
畿
内
韓
洋
二
七
四
〇
～
一
七
四
一
）
 
 
 

用
兵
反
歌
 
畿
内
河
内
（
一
七
四
二
～
一
七
四
三
）
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回
旋
頭
歌
 
東
国
武
蔵
（
一
七
四
一
望
 
 
 

囚
短
 
歌
 
東
国
常
陸
（
一
七
四
五
）
 
 
 

㈲
短
 
歌
 
東
国
常
陸
（
一
七
四
六
）
 
 
 

こ
れ
ほ
こ
れ
で
、
ま
こ
と
に
整
然
た
る
配
列
と
い
う
こ
と
が
で
き
卑
∪
長
反
歌
の
部
分
に
見
ら
れ
る
「
東
国
－
1
畿
内
」
 
の
順
序
 
 

は
、
7
－
1
2
の
季
節
歌
群
の
内
部
基
準
や
「
携
歌
」
の
一
八
〇
七
～
〟
八
一
一
に
見
ら
れ
る
基
準
と
一
致
す
る
も
の
で
、
巻
九
虫
麻
 
 

呂
集
歌
の
配
列
に
一
貫
し
た
姿
勢
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
 
 
 

巻
九
の
虫
麻
呂
長
歌
の
配
列
に
一
貫
し
た
姿
勢
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
想
起
さ
れ
る
の
が
、
さ
き
に
触
れ
た
人
麻
呂
集
 
 

歌
一
七
一
九
の
左
往
で
あ
る
。
虫
麻
呂
集
歌
の
他
人
の
歌
の
部
一
七
二
六
～
一
七
三
七
等
に
つ
い
て
「
古
記
」
 
の
順
序
の
ま
ま
を
尊
 
 

重
す
る
と
記
す
そ
の
文
章
は
、
自
作
の
部
一
七
三
八
～
一
七
四
六
（
1
～
誓
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
こ
と
を
陪
示
し
 
 

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
巻
九
の
虫
麻
呂
集
歌
に
お
け
る
虫
麻
呂
自
身
の
部
分
の
配
列
ほ
、
虫
麻
呂
集
の
原
形
で
ほ
 
 

な
く
、
巻
九
編
者
の
操
作
に
よ
っ
て
成
っ
た
結
果
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
内
部
基
準
に
お
い
て
、
「
東
国
1
畿
内
」
の
 
 

順
序
が
採
ら
れ
た
の
ほ
、
原
虫
麻
呂
集
歌
に
お
い
て
、
東
国
の
歌
が
畿
内
の
歌
よ
り
前
に
一
括
さ
れ
て
存
在
し
た
こ
と
に
影
響
さ
れ
 
 

て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
虫
麻
呂
集
散
の
東
国
の
歌
々
は
、
畿
内
の
歌
々
よ
り
作
歌
年
代
が
古
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
原
虫
 
 

（
琵
4
）
 
麻
呂
歌
集
の
配
列
は
時
代
順
に
則
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

ち
な
み
に
、
巻
九
に
は
、
虫
麻
呂
よ
り
一
時
期
後
れ
る
田
辺
史
福
麻
呂
の
歌
集
か
ら
採
録
さ
れ
た
歌
が
一
七
九
二
～
一
七
九
四
 
 

（
「
相
聞
」
）
と
一
八
〇
〇
～
一
八
〇
六
（
「
挽
歌
」
）
と
に
あ
り
、
前
者
は
長
反
歌
一
群
、
後
者
は
長
反
歌
三
群
に
よ
っ
て
成
る
。
 
 

そ
の
後
老
の
配
列
は
、
 
 
 

日
東
国
相
模
＝
足
柄
の
坂
を
過
ぐ
る
に
死
人
を
見
て
作
る
歌
一
首
（
一
八
〇
〇
、
こ
の
歌
に
は
反
歌
が
な
い
）
 
 
 

拗
畿
内
靖
津
＝
葦
屋
処
女
の
墓
を
過
ぐ
る
時
に
作
る
歌
一
首
井
せ
て
短
歌
（
一
八
〇
一
～
一
八
〇
三
）
 
 
 

伊
畿
内
大
和
＝
弟
の
死
去
を
哀
し
び
て
作
る
歌
一
首
井
せ
て
短
歌
（
一
八
〇
四
～
一
八
〇
六
）
 
 

と
な
っ
て
い
て
、
虫
麻
呂
集
歌
の
内
部
基
準
と
同
じ
方
針
に
よ
っ
て
い
る
。
 
 
 

福
麻
呂
集
歌
は
巻
九
の
第
二
次
資
料
で
、
後
人
の
追
補
に
よ
っ
て
現
況
を
呈
し
た
と
認
め
ら
れ
る
。
巻
九
ほ
、
「
雑
歌
」
に
お
い
 
 

て
一
七
六
一
～
一
七
六
五
の
五
首
が
、
「
相
聞
」
に
お
い
て
一
七
八
二
～
一
七
九
四
の
一
≡
首
が
、
「
挽
歌
」
に
お
い
て
一
八
〇
〇
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～
一
八
〇
六
の
七
首
が
追
禰
部
分
と
推
測
さ
れ
る
の
だ
が
、
福
麻
呂
菓
歌
ほ
い
ず
れ
も
そ
の
中
に
入
っ
て
い
る
（
先
掲
旧
著
参
照
）
。
 
 

か
よ
う
な
福
麻
呂
集
歌
の
配
列
が
原
巻
九
の
虫
麻
呂
集
歌
の
内
部
基
準
と
一
致
す
る
こ
と
は
、
虫
麻
呂
集
歌
聖
読
み
取
っ
た
本
稿
の
 
 

配
列
方
法
を
、
巻
九
追
補
の
編
者
た
ち
が
知
悉
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
の
読
解
に
つ
い
て
は
、
 
 

早
々
と
、
萬
葉
時
代
に
有
力
な
証
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

四
 
 
 

以
上
、
巻
九
「
雑
歌
」
の
虫
麻
呂
集
歌
が
「
他
人
の
歌
の
部
」
 
「
虫
麻
呂
自
身
の
歌
の
部
」
の
二
つ
に
大
き
く
分
れ
つ
つ
、
き
わ
 
 

め
て
秩
序
あ
る
配
列
に
従
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
念
の
た
め
、
そ
の
様
相
を
こ
こ
で
ま
と
め
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

一
他
人
の
歌
の
部
（
「
古
記
」
の
順
序
の
ま
ま
）
 
 

捕
洋
三
首
（
一
七
二
六
～
一
七
二
八
）
 
 

山
城
三
首
（
一
七
二
九
～
一
七
三
一
）
 
 

近
江
三
首
（
一
七
三
二
～
一
七
三
四
）
 
 

伊
勢
一
首
（
一
七
三
五
）
 
 

大
和
二
首
（
一
七
三
六
～
一
七
三
七
）
 
 
 

二
虫
麻
呂
自
身
の
歌
の
部
（
原
器
九
編
者
の
操
作
）
 
 

1
無
季
の
歌
 
 

1
長
反
歌
 
 
 

東
国
上
紙
二
首
 
 
 

畿
内
痍
謹
二
首
 
 
 

畿
内
河
内
二
首
 
 

2
旋
頭
歌
 
 
 

東
国
武
蔵
一
首
 
 

3
短
 
歌
 
 

（
一
七
三
八
～
一
七
三
九
）
 
 

（
一
七
四
〇
～
一
七
四
一
）
 
 

「
七
由
一
▲
～
一
七
四
三
）
 
 

（
一
七
四
四
）
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右
に
お
い
て
、
二
の
1
の
1
の
畿
内
の
歌
が
「
鋳
津
1
河
内
」
 
の
順
、
3
の
短
歌
が
「
一
七
四
五
（
那
賀
郡
で
の
歌
）
1
一
七
 
 

四
六
（
多
賀
郡
で
の
歌
）
」
 
の
順
、
二
の
Ⅱ
の
3
の
秋
の
歌
が
「
一
七
五
七
～
一
七
五
八
（
筑
波
山
で
の
眺
望
の
歌
）
↓
一
七
五
九
～
一
 
 

七
六
〇
「
（
筑
波
山
の
擢
歌
の
歌
）
」
の
順
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、
厳
密
な
配
列
論
と
し
て
は
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
二
の
Ⅱ
 
 

の
1
の
春
の
歌
は
、
前
四
首
が
往
路
、
後
二
首
が
帰
路
の
同
じ
折
の
歌
で
あ
る
か
ら
、
問
う
必
要
は
な
い
。
 
 
 

「
摘
津
l
河
内
」
 
の
場
合
、
前
者
の
方
が
後
者
よ
り
ほ
る
か
に
長
篇
で
あ
る
こ
と
、
「
一
七
四
五
1
一
七
四
六
」
 
の
場
合
、
 
 

前
者
が
国
府
に
近
い
那
賀
郡
の
歌
で
後
者
が
国
府
に
遠
い
多
賀
郡
の
歌
で
あ
る
こ
と
、
「
一
七
五
七
～
一
七
五
八
－
1
一
七
五
九
～
 
 

一
七
六
〇
」
 
の
場
合
、
前
者
ほ
秋
た
け
な
わ
の
頃
の
歌
で
後
者
は
晩
秋
の
歌
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
指
摘
は
、
巻
 
 

九
編
者
の
思
考
に
充
分
一
致
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
原
虫
麻
呂
集
に
お
い
て
は
、
東
国
の
歌
は
東
国
の
歌
で
、
頼
津
方
面
 
 

で
の
歌
は
摂
津
方
面
の
歌
で
時
代
順
に
一
括
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
（
既
述
）
、
こ
れ
ら
は
、
一
七
四
七
～
一
七
五
二
と
同
 
 

様
、
原
形
を
尊
重
し
た
結
果
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。
 
 
 

さ
て
、
右
に
表
示
し
た
巻
九
「
雑
歌
」
 
に
お
け
る
虫
麻
呂
集
歌
の
配
列
を
観
望
す
る
と
き
に
、
た
だ
ち
に
思
い
あ
た
る
歌
群
が
あ
 
 
 

東
国
常
陸
一
首
 
 

東
国
常
陸
一
首
 
 

Ⅱ
四
季
の
歌
 
 
 

l
春
の
歌
 
 
 

畿
内
河
内
四
首
 
 

畿
内
河
内
二
首
 
 
 

2
夏
の
歌
 
 
 

東
国
常
陸
二
首
 
 
 

畿
内
大
和
二
首
 
 
 

3
秋
の
歌
 
 
 

東
国
常
陸
二
首
 
 

東
国
常
陸
二
首
 
 

（
一
七
四
七
～
一
七
五
〇
）
 
 

（
一
七
五
一
～
一
七
五
一
‥
）
 
 

（
一
七
五
三
～
一
七
五
四
）
 
 

（
一
七
五
五
～
一
七
五
六
）
 
 

（
一
七
五
七
～
一
七
五
八
）
 
 

（
一
七
五
九
～
一
七
六
〇
）
 
 

（
一
七
四
五
）
 
 

（
一
七
凹
六
）
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る
。
同
じ
巻
九
「
雑
歌
」
の
人
麻
呂
集
敬
一
六
六
五
～
一
七
〇
九
（
四
五
首
）
で
あ
る
。
こ
の
人
麻
呂
集
歌
の
範
囲
は
、
一
六
六
七
～
 
 

一
七
〇
九
と
見
る
説
（
常
葉
集
全
註
釈
）
や
一
六
八
二
～
一
七
〇
九
と
見
る
説
（
石
井
庄
司
『
古
典
考
究
常
葉
篇
』
）
が
あ
り
、
ま
だ
決
着
 
 

を
見
て
い
な
い
。
虫
麻
呂
集
歌
の
場
合
と
同
様
、
一
七
〇
九
の
左
往
に
「
右
は
、
柿
本
朝
巨
人
麻
呂
が
歌
集
に
出
づ
る
所
な
り
」
と
 
 

あ
る
「
右
は
」
を
す
な
お
に
追
い
上
げ
て
ゆ
く
と
一
六
六
五
～
一
六
六
六
に
達
す
る
の
で
、
先
掲
旧
著
で
説
い
た
と
お
り
、
こ
こ
で
 
 

も
、
一
穴
六
五
～
l
七
〇
九
を
そ
の
範
囲
と
見
る
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

そ
の
人
麻
呂
集
歌
は
、
大
要
を
明
か
す
と
、
次
の
よ
う
な
配
列
に
た
っ
て
い
る
。
 
 

一
他
人
の
歌
の
部
 
 

斉
明
朝
紀
伊
行
幸
時
二
首
（
一
六
六
五
～
一
六
六
六
）
 
 

文
武
朝
紀
伊
行
幸
時
一
五
首
（
一
六
六
七
～
一
六
八
一
）
 
 

（
注
5
）
 
 
二
人
麻
呂
自
身
の
歌
を
中
心
と
す
る
部
 
 

Ⅰ
無
季
の
歌
 
 

1
献
 
歌
 
 

対
忍
壁
皇
子
一
首
（
一
六
八
二
）
 
 

対
舎
人
皇
子
二
首
（
一
六
八
三
～
一
六
八
四
）
 
 

2
旅
の
歌
 
 

山
城
五
首
（
一
六
八
五
～
一
六
八
九
）
 
 

近
江
二
首
（
一
六
九
〇
～
一
六
九
一
）
 
 

紀
伊
二
首
（
一
六
九
一
γ
・
一
六
九
三
）
 
 

Ⅱ
四
季
の
歌
 
 

1
春
の
歌
 
 

山
城
五
首
（
一
六
九
四
～
一
六
九
八
）
 
 

2
秋
の
歌
 
 

山
城
二
首
（
一
六
九
九
～
l
七
〇
〇
）
 
 

16   
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献
歌
五
首
（
一
七
〇
一
～
一
七
〇
六
）
 
 

舎
人
皇
子
一
首
（
一
七
〇
七
）
 
 

（
注
6
）
 
 
 
 
 
 
山
城
二
首
（
一
七
〇
八
～
一
七
〇
九
）
 
 

3
冬
の
歌
 
 

献
歌
一
首
（
一
七
〇
九
）
 
 
 

こ
の
配
列
は
、
さ
き
に
見
た
虫
麻
呂
集
歌
の
そ
れ
と
、
根
本
に
お
い
て
ま
っ
た
く
一
致
す
る
。
二
つ
に
密
接
な
関
連
が
あ
る
こ
と
 
 

は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
右
人
麻
呂
集
歌
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
巻
九
編
者
の
操
作
で
は
な
く
て
、
原
人
麻
呂
歌
集
の
原
形
に
従
っ
た
 
 

結
果
だ
と
す
る
考
察
が
あ
る
（
渡
瀬
昌
忠
『
柿
本
人
麻
呂
研
究
歌
集
編
上
』
参
照
）
。
と
す
れ
ば
、
巻
九
「
雑
歌
」
に
お
け
る
虫
麻
呂
集
散
 
 

の
配
列
ほ
、
人
麻
呂
集
散
を
巻
九
に
収
め
る
に
あ
た
り
、
右
に
表
示
し
た
構
造
に
着
目
し
た
巻
九
の
編
者
が
、
そ
れ
に
倣
っ
て
虫
麻
 
 

呂
集
歌
の
原
形
を
編
成
し
な
お
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
か
り
に
、
人
麻
呂
集
散
の
右
の
配
列
が
巻
九
編
者
の
 
 

操
作
に
よ
る
と
見
る
の
が
正
し
い
と
し
て
も
、
巻
九
の
編
著
は
、
人
麻
呂
集
歌
と
虫
麻
呂
集
歌
と
を
同
じ
構
造
に
仕
立
て
て
、
前
後
 
 

（
注
7
）
 
 

対
比
し
っ
つ
歌
を
並
べ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

萬
菓
集
巻
第
九
が
人
麻
呂
集
歌
と
虫
麻
呂
集
歌
と
を
根
幹
資
料
と
す
る
取
巻
で
あ
り
、
人
麻
呂
集
散
を
古
の
歌
群
、
虫
麻
呂
東
歌
 
 

こ
き
ん
や
ま
と
う
た
し
ゆ
う
 
 

を
今
の
歌
群
と
し
て
対
比
す
る
古
今
倭
歌
集
と
し
て
の
構
造
を
貫
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
引
い
た
旧
著
の
中
で
詳
 
 

し
く
論
じ
た
。
そ
れ
は
、
原
巻
九
に
お
い
て
は
き
わ
め
て
歴
然
と
し
て
お
り
、
の
ち
に
追
補
を
承
け
た
現
存
巻
九
に
お
い
て
も
、
消
 
 

さ
れ
る
こ
と
な
く
悌
を
と
ど
め
て
い
る
。
今
、
原
巻
九
に
つ
い
て
そ
の
様
相
を
見
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

雑
 
歌
 
 
 

一
六
六
四
－
 
巻
頭
雄
略
御
製
 
 

一
七
一
〇
－
 
 

一
七
一
一
－
 
 

㍍
門
l
人
質
集
歌
（
四
葺
 
 

或
云
人
麻
呂
作
（
二
首
）
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右
の
考
察
ほ
、
人
麻
呂
集
歌
と
虫
麻
呂
集
歌
と
が
巻
九
に
お
い
て
占
め
る
位
置
と
か
歌
数
と
か
の
形
態
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
の
で
 
 

あ
っ
た
が
、
今
回
の
考
察
に
よ
っ
て
、
よ
り
重
要
な
配
列
の
内
面
に
お
い
て
も
、
両
者
に
密
接
な
か
か
わ
り
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
 
 
 

相
 
聞
 
 

．
 
 

一
 
 

・
・
∬
 
 

挽
歌
 
 

、
 

“
 
 

・
 

六
。
七
 
 

」
 
 

一
八
一
一
－
 
 

一
七
一
二
－
 
 

一
七
二
五
－
 
 

虫
麻
呂
集
歌
（
五
首
）
 
 

人
麻
呂
集
歌
（
五
首
）
 
 

虫
麻
呂
集
歌
（
二
首
）
 
 

奈
良
朝
今
歌
（
四
首
）
 
 

人
麻
呂
集
歌
（
三
首
）
 
 

白
鳳
朝
古
歌
（
七
首
）
 
 

虫
麻
呂
集
歌
（
三
五
首
）
 
 

人
麻
呂
集
歌
（
一
四
首
）
 
 

18  



伊 藤  244  

に
な
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
が
、
巻
九
の
中
心
部
分
で
あ
る
「
雑
歌
」
に
お
い
て
は
っ
き
り
看
取
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
萬
葉
集
巻
第
 
 

九
が
、
人
麻
呂
集
歌
を
古
の
歌
群
の
代
表
、
虫
麻
呂
集
散
を
今
の
歌
群
の
代
表
と
し
て
押
し
立
て
る
古
今
賛
歌
集
を
構
成
す
る
こ
と
 
 

は
、
こ
う
し
て
、
ま
す
ま
す
普
遍
性
を
加
え
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

つ
け
て
も
、
厳
し
い
読
解
を
前
提
と
す
る
こ
と
な
し
に
、
萬
葉
集
に
組
織
が
見
ら
れ
な
い
と
か
、
不
統
一
ゆ
え
の
莫
が
あ
る
と
か
 
 

い
う
よ
う
な
発
言
を
行
な
う
こ
と
は
、
厳
に
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
（
昭
和
六
十
一
年
九
月
三
日
稿
）
 
 

注
 
 
 

1
 
巻
三
の
三
一
九
⊥
二
二
一
に
つ
い
て
は
、
三
二
一
の
左
往
に
「
右
の
一
首
ほ
高
橋
連
虫
麻
呂
が
歌
の
中
に
出
づ
」
と
あ
る
の
で
、
そ
の
範
囲
 
 
 

に
つ
い
て
、
古
来
、
異
説
が
多
い
。
こ
こ
で
は
歌
柄
そ
の
他
か
ら
見
て
三
首
を
指
す
と
見
て
お
く
。
 
 

2
 
か
よ
う
な
旅
先
で
の
宴
歌
の
形
を
と
る
歌
ほ
、
踪
凍
報
告
を
か
ね
て
塙
京
後
に
楽
し
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
旅
先
で
も
歌
い
、
 
 
 

帰
京
後
も
歌
っ
た
と
い
う
場
合
も
あ
り
う
る
。
こ
こ
に
「
旅
宿
の
一
夜
た
ど
に
」
と
記
し
た
の
は
、
こ
の
点
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
 
 

3
 
浦
の
島
子
伝
説
の
最
古
の
記
録
は
、
「
雄
略
紀
」
 
二
十
二
年
の
次
の
文
章
で
あ
る
。
 
 
 

秋
七
月
に
、
飛
掛
の
国
の
釦
琴
弼
の
稲
の
試
い
 

こ
 

が
 

た
け
ヰ
 
 

為
る
。
是
に
、
浦
の
島
子
、
威
り
て
婦
に
す
。
柏
遂
ひ
て
海
に
入
る
。
蓬
兼
山
に
到
り
て
、
仙
衆
を
歴
り
観
る
。
語
は
別
巻
に
在
り
。
 
 
 

す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
、
浦
の
島
子
の
事
件
を
「
秋
七
月
」
の
こ
と
と
L
て
い
る
。
島
子
伝
説
を
雄
略
二
十
二
年
の
事
件
と
す
る
こ
と
ほ
、
『
丹
 
 
 

後
風
土
記
』
 
（
釈
日
本
紀
所
引
）
 
『
扶
桑
略
記
』
（
二
）
『
浦
島
子
伝
』
た
ど
で
も
同
様
で
あ
る
。
巻
九
の
編
者
の
念
頭
に
、
こ
の
系
統
の
話
が
 
 
 

ど
の
程
度
存
在
し
た
か
は
不
明
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
面
の
島
子
伝
説
は
「
雄
略
紀
」
系
統
と
ほ
舞
台
も
違
い
、
季
節
と
は
関
係
が
な
い
。
 
 

4
 
本
稿
の
骨
子
を
昭
和
六
十
一
年
十
月
十
七
日
の
萬
葉
学
会
に
お
け
る
講
演
で
語
っ
た
と
こ
ろ
、
渡
瀬
昌
忠
氏
か
ら
、
虫
麻
呂
集
歌
の
そ
の
配
 
 
 

列
は
虫
麻
呂
自
身
が
、
人
麻
呂
歌
集
の
配
列
に
倣
っ
た
結
果
と
見
る
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
示
教
を
得
た
。
こ
の
考
え
に
従
っ
て
 
 
 

も
、
本
稿
の
諭
旨
に
大
き
な
支
障
を
き
た
す
こ
と
は
な
い
。
が
、
こ
の
辺
の
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
よ
く
考
え
る
こ
と
に
し
て
、
今
は
原
案
に
 
 
 

従
っ
て
お
く
。
ち
な
み
に
、
本
稿
が
推
定
す
る
原
虫
麻
呂
歌
集
の
形
態
（
自
作
の
歌
の
部
分
に
限
る
）
を
左
に
表
示
す
る
。
漢
数
字
は
巻
名
、
 
 
 

算
用
数
字
は
国
歌
大
観
番
号
。
（
 
）
 
の
算
用
数
字
は
西
暦
。
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最
初
の
三
一
九
～
三
二
一
は
、
赤
人
の
三
一
七
～
三
一
八
に
倣
っ
て
往
路
の
歌
と
見
た
。
養
老
七
年
頃
の
帰
路
の
詠
と
も
見
ら
れ
る
。
か
よ
 
 

う
に
、
多
少
の
出
入
り
ほ
あ
ろ
う
。
が
、
大
勢
は
動
か
な
い
と
患
う
。
な
お
、
巻
六
の
九
七
一
～
九
七
二
だ
け
が
巻
六
に
採
ら
れ
た
の
は
、
こ
 
 

の
歌
だ
け
が
、
題
詞
に
年
号
と
歌
の
対
象
で
あ
る
人
名
（
「
藤
原
字
合
邦
云
貞
」
）
と
を
明
記
し
て
い
た
こ
と
に
拠
る
と
考
え
て
い
る
。
 
 
 

も
ず
か
な
が
ら
一
六
八
五
～
一
六
八
六
二
七
〇
六
の
三
首
が
他
人
の
歌
な
の
で
「
人
麻
呂
自
身
の
歌
を
中
心
と
す
る
部
」
と
い
う
。
こ
の
 
 

三
首
の
う
ち
、
一
七
〇
六
ほ
自
身
の
敬
一
七
〇
一
～
一
七
〇
五
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
切
り
蝕
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
別
稿
に
譲
 
 

る
。
な
お
、
自
身
の
部
の
他
人
の
歌
に
は
そ
の
題
詞
に
作
者
を
明
記
し
て
お
り
、
そ
の
点
、
一
六
六
五
～
一
六
八
一
と
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。
 
 
 

前
の
「
山
城
l
一
首
」
と
離
れ
て
存
在
す
る
の
は
、
前
の
二
首
が
初
秋
、
こ
の
二
首
が
晩
秋
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
原
人
麻
 
 

呂
歌
集
の
季
節
歌
で
題
詞
の
な
い
歌
は
巻
十
に
廻
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
場
合
は
、
な
ら
ば
、
な
ぜ
、
原
巻
九
の
編
者
は
、
人
麻
呂
集
散
と
虫
麻
呂
集
歌
と
の
原
形
を
わ
ざ
わ
ざ
解
体
し
て
現
存
巻
九
の
よ
う
な
 
 

形
に
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
に
位
置
す
る
巻
第
八
も
後
に
続
く
巻
第
十
も
純
粋
の
季
節
歌
巻
で
あ
る
。
こ
 
 

の
こ
と
に
引
か
れ
て
の
操
作
と
考
え
る
の
が
お
だ
や
か
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
な
が
ら
、
巻
八
「
夏
雑
歌
」
一
四
九
七
に
虫
麻
呂
集
歌
が
採
ら
れ
 
 

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
触
れ
た
が
、
「
筑
波
山
に
登
ら
ざ
り
し
こ
と
を
惜
し
む
歌
一
首
」
と
題
す
る
そ
の
歌
一
つ
だ
け
が
な
ぜ
巻
八
 
 

に
収
め
ら
れ
た
の
か
は
明
確
で
は
な
い
。
一
四
九
七
は
後
人
追
捕
の
歌
と
認
め
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
追
補
者
は
原
巻
九
の
編
者
と
ほ
む
ろ
 
 

ん
、
原
巻
九
に
追
捕
を
行
な
っ
た
編
者
と
も
違
う
人
で
、
虫
麻
呂
歌
集
に
洩
れ
て
い
た
歌
を
拾
っ
て
こ
こ
に
収
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

年一三 319～321  
；九1745  

1746  

東八1497  

国九1757～1758  

1759・｝1760  

河
陸
 
 

絶
徳
蔵
陸
 
 

駿
常
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
上
下
武
常
 
〃
 
 

1738′→1739  

歌  1807～1808  

1744  

1753′・・1754  

1780・・－1781  
年⊥  

讐怒年九  
丁  

内  
の  
琴  

1755′｝1756  

1740′・・′1741  

1809′〉1811  

1742′｝1743  

1747′〉1750  

1751′｝1752  

和
 
 

和
津
 
 
内
 
 

大
摂
 
〃
 
河
 
〃
 
〃
 
大
 
 

荒年ニー六 971～972  
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